[image: image1.wmf]　OJT、PDCA・・・一体、何のことかな？！
　・・・「職務をしながらの人材育成」ということです。私達は4月から、このような指導体制の中に組み込まれるのです。職場の中で、どのようなかかわり合いが生まれるのでしょうか。指導され、点検され、そして評価される。そんな毎日が始まる。

　職員会議も指示・伝達の場となり、週時程が増え、そこに英語研修も入る。限られた時間が窮屈になり、さらに厳しい中での教研活動が強いられるでしょう。

　だからこそ、「子どもに始まり、子どもに返る職場の輪」が必要なのですね

　　～その理解と連携のために～　
21日（土）羽村市生涯学習センター「ゆとろぎ」で、養護教員部と西教研共催による第5回実践講座が行われました。今回は、秋の教研集会（特別支援教育分科会）、第4回実践講座（特別支援教育の現状と今困っていること）に続く第3弾としての実践講座でした。

　講師にNPO法人「かけはし」発達援助コーディネーターの澤井晴乃氏を招いて、行われました。澤井氏は、保育園をはじめ各小学校での支援を要する子ども達との出会いを通して、軽度発達障害を持つ子ども達の特徴やその対応について、具体的に話して頂きました。
　[image: image2.wmf]お話の中で、今までは健常児と障害児と対立して理解してきたが、今は障害のレベルにはないが、いずれどこかの時点で障害を抱えることになる可能性をだれもが持っている。特に、高機能広汎性発達障害の場合には、多因子遺伝が考えられていて、発症率からは誰でも遺伝子レベルでは障害につながる遺伝子を持っていることになるということなのです。

　実際、就学後に障害が診断されることもあり、クラスの中にはADHD、PDD,さらに両方を併せ持つ子ども達が多くいるということです。これからは、クラスの中の半数が、いやそれ以上に障害を持つ子ども達が増えるのではないかとも話されました。

　ただ、行動の特性から困った面だけが挙げられますが、逆に適切な指導・対応をすることで、プラスの面も併せ持っているというのです。例えば、ADHDの子どもは、発想が豊か、興味のあることには熱中できる、思いやりもある・・・などプラス面もあるのです。
　また、障害を持つ子どもの親も同じような傾向にある場合もあるそうです。親の子どものころ、やはり生活面で課題があったり、不登校があったり、親自身を振り返ることで我が子が見えてくるというのです。障害を持つ子の対応は、家族、親子セットでも見守ることが必要ということです。

　最後に子どもを観る時の軸として、４つ挙げられました。
１、知能の軸

２、ADHDの軸

３、PDD（広汎性発達障害）の軸

４、愛着形成、家族環境の軸

　特に、愛着形成は、生まれて授乳を通しての親子の愛着形成がうまくできていないことが、ずっと引きずるというのです。出産後の長期の入院で母子関係が持てなかったり、母親になる準備ができるまえの出産であったり、そういったことがその後の子どもの健康的な成長に影響することがあるというのです。

　また、外国籍の親は、自国の文化・風習の違いからくる育児に対する考え方のずれが、問題になることが多く見られる。その時には、言葉のわかる人に立ってもらうことが必要とか、ずっと日本に定住するのなら日本の文化を学んでもらう必要があるなど、これからの学校が抱える目の前の子どもに視点を当てた具体的な課題について学ぶことができました。

　保健室に集まる子ども達、クラスの中で、どうしてもなじめない子ども達、やはり早期の対応が必要です。特に、障害に合わせた医療機関での治療が大きく子ども達の成長を支える力になるだけに、一人ひとりへの対応がそれぞれの学校での急務の課題となります。同時に私達も、障害のあり方を知ること、その子ども達の特性をしっかりと理解することが、より適した対応・指導につながるということを学ぶことができました。
　参加者からも、実は・・・・と、今抱えているクラスの子どもの対応、親との対応、保健室に来る子供への対応など、大変さが次々に出されました。それだけ現実の問題として深刻に広がっているのです。

　限られた時間内でしたので、その後場所を変えて、さらに講師を囲んで話し合いは続きました。次年度に続く大きなテーマ・課題として、西教研としても受けとめていきたいと考えています。

今回の資料が、西教研（事務所）にあります。声をかけてください。
　　みんなの声を、願いを、・・・形に！！
＊次年度の西教研・役員選挙が公示されました。広く声をかけて、ご協力お願い致します。



西多摩の教育実践を広げよう
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